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私は、ご利用者の入所の際にはお薬手帳を
確認しています。入所前に増量もしくは減量さ
れた薬があれば、症状の経過についてたずね
ます。処方内容に変化がなかった場合でも、
入所後のvitalや症状によって、減量することも
あれば増量することもあります。薬剤を適正に
使用するということは、薬物による有害事象の
リスクを減らすとともに、病状や体調の安定に
つながることだと考えるからです。

数か月前、観血的整復固定術後のリハビリ
目的で入所された方が、数種類の鎮痛剤を持
参されました。ご本人に症状を聞きながら処
方薬を漸減し、痛みの増悪なく在宅復帰され
ました。しかし、その後短期入所された際は、

鎮痛剤がまた増えていました。ご本人に聞いた
ところ鎮痛剤が増えた後も痛みは変わらないと
のことでした。

薬剤は増やすことは簡単ですが、減らすこと
はなかなか大変です。また薬剤によっては継
続するにも中止するにもメリットとデメリットが
あります。そのため、きちんと説明をした上で
調整し、症状に変化がないか経過をみること
が必要になってきます。老健施設は、日常生活
により近い環境でご利用者の様子を日々見るこ
とができるので、「ちょうどよい」薬剤の使用量
と使用方法を提案できます。これが老健施設
の強みであると私は考えます。
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